
 広辞苑によりますと、心機とは心のはたらき、
心のはずみという意味があるとのことです。そし
て、これに一転が付くと、ある動機からすっかり
心もちの変わることと示されています。ある動機
という言葉が気にかかります。今の時節ですと、
大体は新年を迎えてということでしょう。平成の
時代があと４ヶ月ほどで終わる年ですから、そう
いう意味合いがより強く感じられます。さらに、
すっかり心持ちの変わるという記述も気にかかる
ところです。多分、これまでの心構えや行いを反
省し、心を入れ替えてという意味に使われること
が多いのではないでしょうか。これはこれでよい
のだと考えていますが、私は、あえて、泰明小学
校の子ども達への期待を込めて言いたいのです。 
『崇高な心をもち続けること、より素晴らしい自
分づくりを求め続けることを心に誓う』そんな意
味で、心機一転をとらえてほしいのです。 
 どのような様子で新年を迎えましたか。進級、
進学、年度末、時の受け止め方はそれぞれ違うか
もしれませんが、どうか、常に高みを目指してい
る自分でいてほしいと願っています。明日の自分
にチャレンジする心構えをもち続けてください。
もちろん、私どももそう在らねばならないと思っ
ています。泰明小学校がそういった雰囲気に満た
されるよう、教育活動に勤しんでまいります。本
年もどうぞよろしくお願いいたします。 
 さて、９日（水）・１０日（木）には席書会が
行われます。子ども達が荘重な様子で筆を使って
いる姿を見るのが、私の楽しみでもあります。こ
れまでも、多くの学校で見てきた風景ではありま
すが、泰明小学校の子ども達が、スモックを着て
筆を動かしている姿は、とりわけ〝らしさ〟がに
じみ出ているのです。この姿を、今の心もちを、
自分自身でも感じてほしいなと思いながら様子を
見させてもらっています。とても、気高い空気が
漂っています。これこそ泰明小学校の風物詩だと
思っています。今年の恵方は、東北東だとか。ど
うか明日の、そのまた明日の自分像がその方向に
あると感じながら取り組んでほしいと思います。 
 最後に、校庭改修について再度お伝えいたしま
す。１５日（火）からの登下校路・登校時間につ
いては、別途ご通知をさせていただきました。し
ばらく、複雑な対応になりますが、家を出る時間
等、ご配慮くださいますようお願いいたします。 

では、心機一転、よい年にいたしましょう！ 
  

 

 

 

 

 

 

 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
 
 

１ 火  元 旦  

2 水   

3 木   

4 金   

5 土   

6 日   

７ 月  冬 季 休 業 日 終  

8 火  始 業 式  身 体 測 定 (6)       B  

P T A賀 詞 交 歓 会  

9 水  給 食 始  席 書 会  り ぷ り ん と B 

身 体 測 定 (5) 

10 木  席 書 会  身 体 測 定 (3・ 4)    B  

11 金 泰明読書 身 体 測 定 (1・ 2)      A  

12 土  新 年 子 ど も 羽 根 つ き 大 会  

13 日   

14 月  成 人 の 日  

15 火 泰明タイム・読書  登 下 校 安 全 確 認 旬 間 始    A 

囲 碁 教 室 (4)② ③  

16 水  書 き 初 め 展 始  安 全 指 導    B 

地 域 巡 回 指 導  

17 木  学 校 公 開 ① ～ ④       B  

は し 知 育 教 室 (1) 

18 金 泰 明 読 書  登 下 校 安 全 確 認 旬 間 終    A 

19 土  土 曜 授 業 （ ３ 時 間 ）     B  

学 級 活 動 (3)② ③  

20 日   

21 月 講 話  委 員 会 活 動 ⑥  書 き 初 め 展 終 A 

そ ろ ば ん 教 室 (3)② ③  

22 火 保 健 講 話  

(林 先 生 ) 

そ ろ ば ん 教 室 (3)② ③     A  

囲 碁 教 室 (4)② ③  

23 水  は じ め て の ク ラ シ ッ ク (4 )② ③ B 

区 連 合 作 品 展 始  

24 木  新 １ 年 生 保 護 者 会      B  

25 金 泰 明 読 書  み ゆ き 通 り 清 掃       A  

学 校 評 議 員 会  

26 土            

27 日                  

28 月 講話 ク ラ ブ 活 動 ⑨ (3年 生 見 学 ) A 

区 展 見 学 (4)  新 １ 年 校 長 面 談  

29 火 泰明タイム・読書 そ ろ ば ん 教 室 (3)② ③     A  

囲 碁 教 室 (4)② ③            

救 命 講 習 会 (5)② ③  

区 連 合 作 品 展 終  

新 １ 年 校 長 面 談  

30 水  り ぷ り ん と         B  

31 木                           B  

 
 

（ ） は 学 年 、 〇 は 実 施 す る 授 業 時 間 で す 。  

Taimei ・平成 ３１・１  

  泰明小ホームページ http://www.chuo-tky.ed.jp/taimei-es/ 

 

校 長 相 談 日 １ 月 １ ７ 日 （ 木 ）  
９ ： ０ ０ ～ １ ４ ： ０ ０  

心機一転 
           

           校長 和田 利次

１月のカレンダー  こ の マ ー ク は セ カ ン ド バ ッ グ 登 校 日 で す 。  
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委 員 会 活 動 に つ い て  

                 文 化 委 員 会  委 員 会 活 動 担 当  松 﨑  め ぐ み  

泰 明 小 学 校 に は 、 環 境 ・ 図 書 ・ 保 健 ・ 給 食 ・ 放 送 ・ 運 動 ・ 代 表 の ７ つ の 委 員 会 が あ

り ま す 。 ５ 年 生 以 上 の 児 童 は 、 い ず れ か の 委 員 会 に 所 属 し て お り 、 各 委 員 会 は 、 ６ 年

生 の 委 員 長 を 中 心 に 、 自 分 た ち の 学 校 生 活 を よ り 良 く す る た め に さ ま ざ ま な 活 動 を し

て い ま す 。 月 に 一 度 あ る 委 員 会 活 動 の 時 間 に は 、 自 分 た ち の 活 動 を 振 り 返 っ た り 、 計

画 を 立 て た り し ま す 。 そ し て 、 よ り 活 動 を 充 実 さ せ る た め に 、 休 み 時 間 や 昼 休 み に 自

分 た ち で 相 談 し て 活 動 を 進 め て い た り も し ま す 。 学 校 生 活 の 中 で 学 年 を 超 え た 仲 間 た

ち と 集 団 を 作 り 、 そ の 中 で 自 分 が 何 を す る か 考 え る こ と で 、 人 に は 、 そ れ ぞ れ の 役 割

が あ る こ と や み ん な が い て 自 分 の 生 活 が 成 り 立 っ て い る と い う 共 同 の 意 識 が 養 わ れ ま

す 。 こ れ か ら も 、 自 分 た ち の 学 校 生 活 を よ り 豊 か に す る た め の 協 同 的 な 集 団 活 動 を 通

し て 、 児 童 の 自 主 性 と 社 会 性 を 育 て て い く 場 を 大 切 に し て い き た い で す 。  

第 62 回 中 央 区 立 小 学 校 連 合 展 覧 会  

図 工 担 当  高 村  弘 志  

 来 る １ 月 23 日 （ 水 ） か ら １ 月 29 日

（ 火 ） ま で 中 央 区 教 育 セ ン タ ー ５ 階 に

て 、 中 央 区 立 小 学 校 16 校 と 宇 佐 美 学 園

の 国 語 科 （ 書 写 ） ・ 家 庭 科 ・ 図 画 工 作

科 の 作 品 が 展 示 さ れ ま す 。  

 図 工 作 品 の 鑑 賞 ポ イ ン ト は 、 う ま い

（ 上 手 ） か へ た で は あ り ま せ ん 。 自 分

の 好 み か ど う か で 鑑 賞 し ま し ょ う 。 好

み で な い と 思 っ た 作 品 の 方 が 、 自 分 に

な い 何 か を も っ て い た り し ま す 。 何 か

イ ヤ だ な ぁ … と 思 っ て い た ら 、 お ～ 、

こ ん な こ と し て る ぞ ！ 的 な 発 見 が あ る

か も し れ ま せ ん 。  

 好 き な 作 品 も 遠 く か ら 見 て み た り 、

近 く で じ っ く り 見 た り し て 、 小 さ な と

こ ろ に 、 こ だ わ り や 楽 し ん で い る 感 じ

が 見 え て き ま す 。 そ の 作 品 に 取 り 組 ん

で い る 児 童 （ 作 者 ） の 息 吹 や イ メ ー

ジ 、 色 、 形 が 表 出 さ れ て い ま す よ 。 あ

… 、 図 工 の こ と ば か り 言 っ て 申 し 訳 な

い 。 書 写 も 家 庭 科 も 力 作 ぞ ろ い で す 。

も う 一 つ ！ 自 分 の 好 み で な い 作 品 の 前

で 、 声 に 出 し て 、 「 ヤ ダ ー 。 」 と か 、

「 な に こ れ ！ 」 な ん て … 、 マ ナ ー 違 反

で す よ 。  

 

席 書 会 ・ 書 き 初 め 展  

文 化 委 員 会  別 府  陽 子  

席 書 会 と は 、 江 戸 時 代 に 始 ま っ た 書 道 の 展 覧 会 の こ と だ そ う で す 。 泰 明 小 学 校 で も

３ 学 期 初 め の 行 事 と し て 、 ９ 日 ・ １ ０ 日 に 席 書 会 が 行 わ れ ま す 。 １ ・ ２ 年 生 は 硬 筆

で 、 ３ ～ ６ 年 生 は 毛 筆 で 作 品 を 書 き ま す 。 普 段 書 き 慣 れ て い る 文 字 を 、 改 め て 一 文 字

一 文 字 丁 寧 に 書 く の は 新 鮮 な 感 覚 で す 。 席 書 会 当 日 は 、 子 ど も 達 の 息 づ か い が 聞 こ え

る ほ ど の 静 け さ で す 。 日 本 の 文 化 の 一 つ で あ る 墨 や 筆 を 使 っ て 文 字 を 書 く こ と は 、 貴

重 な 体 験 で す 。 年 に 一 度 の こ の 機 会 を 通 し て 、 伝 統 で あ る 書 に 親 し ん で ほ し い と 思 い

ま す 。  

今 年 の 書 き 初 め 展 は 下 記 の 日 程 で 行 い ま す 。 会 場 に 感 想 用 紙 を 用 意 し ま す の で 、 子

ど も 達 へ の す て き な メ ッ セ ー ジ を お 願 い 致 し ま す 。  

 

校 内 研 究  

～ 「 特 別 の 教 科  道 徳 」 の 授 業 を 通 し て ～  

研 究 主 任  大 庭  正 泰  

 本 校 で は 、 昨 年 度 よ り 「 特 別 の 教 科  道 徳 」

に つ い て 、 研 究 を 進 め て お り ま す 。  

 本 校 の 児 童 の 課 題 で あ る 、 バ ス の 乗 車 マ ナ

ー 。 例 え ば 道 徳 の 授 業 で は 、 一 人 の 乗 客 が ど

の よ う に 体 の 不 自 由 さ を 感 じ て い る の か 、 具

合 を 悪 く し 乗 車 し て い る 人 は 騒 ぐ 小 学 生 を ど

う 見 る か 、 わ ず か な 移 動 時 間 で 好 き な 音 楽 を

聴 い て い る 人 は ど う 感 じ る か な ど 、 自 分 で は

な い 相 手 の 人 の 立 場 に 立 っ て も の を 多 面 的 に

考 え る 訓 練 を 行 っ て い ま す 。 こ の こ と が 、 善

い 行 い を し て み よ う と い う 「 道 徳 的 実 践 力 」

に つ な が る と 考 え る か ら で す 。  

し か し 、 そ れ は 一 回 だ け の 学 校 の 授 業 で は

培 え ま せ ん 。 「 道 徳 と し て の 問 題 を 考 え 続 け

る 姿 勢 こ そ 道 徳 教 育 で 養 う べ き 」 と 中 央 教 育

審 議 会 が 示 す よ う に 、 継 続 的 に 子 ど も 達 に 問

題 を 呼 び か け 、 機 会 を 作 り 続 け ら れ る よ う

に 、 学 校 、 家 庭 、 地 域 が 連 携 す る こ と も 今 問

わ れ て い ま す 。 引 き 続 き ご 家 庭 の 協 力 も 仰 ぎ

な が ら 研 究 を 進 め て い き ま す 。  

場 所 ： 講 堂  日 時  １ 月 １ ６ 日 （ 水 ） ～ １ 月 １ ８ 日 （ 金 ） ８ ： ３ ０ ～ １ ６ ： ０ ０  

         １ 月 １ ９ 日 （ 土 ） ８ ： ３ ０ ～ １ １ ： ３ ０  

１ 月 ２ １ 日 （ 月 ） ８ ： ３ ０ ～ １ ５ ： ３ ０ （ 片 付 け の た め ）  


